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AB STRACT

Fiber structure development mechanism was analyzed by CO2 laser-heated drawing system. Fiber

diameter profiles and fiber temperature profiles were measured. Transient response for step change of

laser power was also analyzed.

研究目的

炭酸ガスレーザーを照射し
て繊維を急速かつ均一に繊維
を加熱・延伸するシステムを
使って繊維構造形成過程を解
析する.

一年間の研究内書と成果

pETおよびPA9-Tについて繊

維直径プロフィールと繊維温
度プロフィールおよび糸張力
をon-line測定した.図1に
は測定システム,図2には測
定例を示す.この結果より,

延伸形態,変形プロフィール,
歪速度等を見積もり,繊維構
造形成過程の解析を行った.

また,レーザーパワーをス
テップ状に変化させたときの
ネック延伸点の位置変動につ
いて,過渡応答特性を測定し
た結果,ほぼ繊維がレーザー
照射鏡域を通過する時間程度
で応答することが確かめられ
た.
さらに,広角/小角Ⅹ線回折

像を　V-lineで同時測定がで
きることも確かめられ,現在
研究途上である.

展望
本手法により. PETのみな

らず, pA9-Tその他のポリマ

ーについても高速かつ高精度

なOn-line測定が可能なこと

が示された.また,今後はより

精密な測定システムの開発を

目指すと共に,多くの高分子に

適用する予定である.
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Figure 1. Schematic diagram of the CO2 laser-heated-drawing system.

Draw ratio 2 Draw ratio 3

Draw ratio 5

Draw ratio 4

Draw ratio 5.5

Fig. 2. Microphotographs of the drawing points.

-109-


